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GENに参加するには　☆会員・会報購読者になる　☆自然と親しむ会・講演会・報告会・学習会に参加する　☆ワーキングツアーに参加する
☆ビデオ『よみがえる森』を見る　☆書き損じハガキ・古切手を集めて送る etc.　　　　★あなたのご参加を待っています！

早春、開花前の呉城郷のアンズ。黄土高原写真コンクール大賞を受賞した「天空のアンズ畑」。
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　6月 17日、大阪市立総合生涯学習セ
ンター第1研修室にて、緑の地球ネッ
トワーク第12回会員総会が開催されま
した。
　会員 647 名・団体のうち、出席者
数63名、書面による決議への参加者
数239名、委任状提出者数63名、合計
365名で総会が成立しました。
【議事】
　2005年度事業・決算・監査報告とそ
の承認、2006年度事業計画と予算の提
案と承認、新役員の承認がおこなわれ
ました。
　新役員は次のとおりです。世話人の1
人、川島和義さんが、今回副代表に就

任しました。また、小川房人さんの逝
去により、顧問は石原忠一さんと遠田
宏さんの2名になりました。
●代表　立花吉茂
●副代表　有元幹明／川島和義
●事務局長　高見邦雄
●会計　太田房子
●世話人　会田伸子／稲井由美／上田
信／小畑勝裕／清水信孝／竹中隆／巽
良生／東川貴子／干場革治／前川宏／
宮崎いずみ／宮下利江／向川郁郎／村
松弘一／八木丈二／山永ユカリ
●監査　早草晋／池場道明
●顧問　石原忠一／遠田宏
【永年会員表彰】

　GEN15周年を記念して、92
年 1月の準備会発足から 93
年 4月の正式発足までのあい
だに入会して、ずっと会員と
してGENの活動をささえて
いただいている方 75名（内
団体会員2）に永年会員表彰
をおこないました。永年会員
を代表して白形光江さんがあ
いさつしました。また、会員
ではないけれども、15年間毎
年多額の寄付を送り続けてい

ただいている方1名にも感謝を表しま
した。みなさんには、陽高県守口堡の
万里の長城をバックにアンズ満開の写
真をモチーフにした感謝状をお送りし
ました。
【黄土高原写真コンクール表彰】
　受賞作は別記いたします。審査員を
代表して中村英さんが講評し、大賞を
受賞した今津偕子さんが、受賞者を代
表して表彰状を受け取りました。
【15年のあゆみ・DVD上映】
　今春撮影した大同のスタッフへの
インタビューや、ツアー8回参加の石
原務さんが撮影したビデオをまじえた
DVDを上映しました。ツアー参加者の
あいだでは“鉄人”のニックネームで
知られる石原さんが工夫をこらして編
集した約10分の映像は、大変な好評を
博しました。
【懇親会】
　総会議事と15周年記念イベント終了
後、同じ会場で懇親会をおこないました。
　ティーライフ株式会社の田平強さん
がお茶持参で出題した『お茶クイズ』
では、日本茶は手摘みと書いてあって
もほぼ100％機械摘みという事実に衝撃
をうけたり、「なまけもののゴキブリ」
や「初恋をした猿」をあてるジェス
チャーゲームでは大爆笑が巻き起こっ
たり、楽しいひとときを過ごして親睦
を深めました。

GEN 第 12 回会員総会
15 周年記念イベント報告

◆経団連自然保護基金より、大同県周
士小鎮牛家堡村の果樹園建設に 300万
円の助成を決定いただきました。
◆松下電工（株）の「みどりいっぱい
省エネスペックインキャンペーン 2005」
でカササギの森 23ha分として 115万円
のご協力をいただきました。省エネに
配慮した照明器具の採用で樹木を増や
す活動として取り組んでいただいて、
今回 3年目です。
◆国際ソロプチミスト奈良－まほろば
からカササギの森 10ha分として 50万
円のご協力をいただきました。創立時
からGENの活動を応援していただき、
今年創立 10周年を迎えました。

ご寄付・助成
ありがとうございます

　緑の地球ネットワーク 15周年を記
念して、加藤登紀子さんのトークアン
ドライヴショーをおこないます。
　加藤さんには国連環境計画親善大使
として 04年 7月に大同を訪ねていた
だきました。その時のこともまじえな
がら、緑化や環境問題について、高見
事務局長と話していただきます。
　2人で話しはじめるととまらなくな
るのではないかと心配ですが、加藤さ
んには百万本のバラなど懐かしい歌、
新しい歌など数曲歌っていただきます。
　そして、スンガリーの美味しいロシ

ア料理も味わってください。ロシアン
ティーやワイン、ウォッカなどお飲み
物もご用意いたします。
　ふるってご参加ください！
●場所：テアトロスンガリー青山（営
団地下鉄銀座線／千代田線／半蔵門線
「表参道」駅A3出口徒歩 1分　TEL. 
03-3475-6648）
●日時：9月 30日（土）12時開場、
12時 30分開演～ 15時ごろまで
●会費：10,000円（飲食代込み）
●定員：120名（先着順）
●問合せ・申込み：GEN事務所まで

GEN15周年記念企画

加藤登紀子ランチタイムコンサートのご案内
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●園芸を愛する日本の文化・伝統
　気候に恵まれ、豊かな植物を有する
日本は、園芸面で世界に貢献している。
ノイバラやハマナスなどはバラの改良
につかわれているし、アジサイは日本
から海外にいってさまざまに改良され
た。アオキは、幕末にヨーロッパにいっ
た。冬の間も緑の葉をつけるので、大
変珍重され、広く愛好された。
　逆にキクやボタンなどの外来の花も、
生活の場になじんで愛されている。
　サクラに対する愛好は日本独特で、
花の咲いた木の下で宴会をするのは外
国ではみられない。最近は有名なサク
ラの木には全国から観光客が集まり、
車の渋滞で何時間かかっても、人波ご
しでも、一目でもサクラを見ようと人
がおしかける。
●人と植物のつきあい－環境問題
　六甲山は、100年前ははげ山だった。
かつて日本の西南地域の山は多くがそ
のような状態だった。
　自然の食物連鎖は、植物を草食動物
が食べ、それを肉食動物が食べる。人
間は自然の生態系の、植物の部分を作
物に、草食動物を家畜におきかえた。
それでより多くの食べ物を得て、繁栄
してきた。その結果、限られた地球の
上で、人間活動が非常に大きくなって
きた。食べ物も燃料もたくさん必要に
なり、山から木を切ってきてたきぎに
するようになった。その結果、かつて
の六甲のようにはげ山になった。
　木を切ったのは江戸時代。鎖国で交
易、輸入がないから、エネルギーもす
べて自分たちの回りの自然から得るし
かない。それで、里山を利用し尽くし
てはげ山になった。やがて外国からエ
ネルギー源を輸入するようになって、
里山からたきぎをとらなくてもよく
なった。それで緑を回復することがで
きた。
●内蒙古の植物、沙漠化と緑化
　内蒙古の毛烏素沙地で緑化の研究を
している。ここは沙漠ではなく、沙漠
化した土地。沙漠というのは気候条件
によるもので、沙漠化とは人間のあや

まった使用のための土地の劣化、人間
活動による生産力減退だ。沙漠化の原
因は、過剰な伐採、過放牧、不適切な
開墾。内蒙古でのいちばん大きな問題
は過放牧である。
　風で動く流動砂丘にも、アカザ科の
植物が生えている。これが少し安定し
てくると、ヨシやヨモギ、一番安定し
たら、ヒノキ科の臭柏がでてくる。こ
ういうところに戻したい。
　現地でおこなわれている砂丘緑化の
方法を紹介しよう。流動砂丘は風で 1
年間に 1～ 2mぐらい動く。砂丘が動い
ていく方向が前、その反対が後ろ。こ
の後ろ側の一番根元のところに、サリュ
ウ（沙柳）を挿し木する。そうすると
ここだけ植物が茂って風を防ぐ。砂丘
の上の方は、風が砂を吹き飛ばして平
らになる。つぎはマメ科のヤンツァイ
（楊柴／羊柴）を植え広げていく。どち
らも家畜のえさになるし、たきぎや養
蜂など生活に役立つ。それから、4mぐ
らいになるヤナギのハンリュウ。これ
は大きくなったら材木になる。すべて

生活に役立つものだ。
●乾燥地緑化の問題
　緑化の一番の問題は水だ。水がない
と育たない。一方、水があるからといっ
てどこでも植えるのが果たしていいこ
とだろうか。
　沙漠で木を植えたところの地下水の
データを見ると、水位が下がり続けて
いるのがわかる。地面からの蒸発で減
り、植物からの蒸散で減る。
　砂丘の断面の写真をみてみよう。上
の方の砂は乾いていて白いが、その下
に湿った赤っぽい砂がある。乾いた砂
が湿った砂をおおって、蒸発を防いで
いるのだ。ここに木を植えると、この
湿ったところから水を吸い上げて蒸散
してしまう。
　日本のように雨が多いところでは考
えなくてもいいことだが、乾燥地で緑
化する場合は、貴重な水をなにに使う
かということを常に考えなくてはいけ
ない。

記念講演『植物とのうれしいつきあい方』
　前中久行さん（大阪府立大学大学院教授）による記念講演は、プロジェクターを
駆使した花の写真満載の楽しいものでした。要旨を紹介します。（文責＝編集部）

　緑の地球ネットワークは 1992年にス
タートして今年 15年目に入りました。
中国黄土高原の緑化協力では地元と緊
密に連携して実績をあげています。
　これまでの活動が、会員のみなさん
からの会費と広くご協力いだいている
カンパ等で支えられてきたことに感謝
いたします。
　GENの会員になる、寄付をお寄せい
ただくなど、これからも応援していた
だきますようお願いいたします。
　作業の都合上一律に郵便振替払込票
を同封しましたが、最近ご協力いただ
いた方には重ねてのお願いではありま
せん。ご了解ください。
◆GEN会費年額
一般 12,000円、家族 6,000円、学生 3,000
円、ジュニア 1,000円、団体 12,000円、

賛助 100,000円
◆会報購読料…年額 2,000円
◆カササギの森協力金…1口 5万円（中
国大同市の実験林場 1haの緑化費用）
◆緑化基金…額はいくらでも結構です。
◆運営資金…額はいくらでも結構です。
　GENは国税庁の認定をうけ、2005年
6月 1日から認定NPO法人になりまし
た。認定NPO法人への寄付は寄付金控
除等の対象となります。
○個人の場合、「寄付金額－ 5千円」を
所得金額から控除できます。
○企業の場合、一定の条件下で寄付金
を損金として扱うことができます。
○相続・遺贈による財産を寄付した場
合、相続税の課税対象になりません
（対象になるのは相続税の申告期限ま
でに寄付されたものです）。

いますぐできるGENへの協力
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円　

GEN15周年記念黄土高原写真コンクール受賞作
　おかげさまで、GEN15周年記念黄土
高原写真コンクールには、92名の方か
ら、224の作品をお寄せいただきました。
集まった 93年 4月から今春までの写真
を見ていると、大同の変化や緑化がす
すむようすなどがよくわかります。
　応募作品をネット上で公開し、1人
5作品までとして投票を募ったところ、
81人から 331票の投票がありました。
投票結果を参考に審査員が審査をおこ
ない、各賞を決定しました。受賞作品
は会員総会後の 15周年記念イベントで
発表し、審査員を代表して中村英さん
が講評しました。つぎのとおりです（敬
称略）。ここで紹介できない作品は、順
次会報の表紙などで紹介します。
◎大賞
天空のアンズ畑／成瀬博行「断崖のア
ンズのようすがよくでている。花が咲
いているころの写真が見たい」（表紙）
無題／今津偕子「植樹をおえた子ども
たちの表情がとらえられている」
◎緑化活動部門賞
無題／石田和久「霊丘自然植物園の植
樹が大変だったのがよくわかる」
地の人／稲垣文拓「写真を撮ろうとい
う意図が感じられる」
◎植樹部門賞

水運び／蔵野妙子「左側の水運びの子
どもペアが、ちゃんと写っていたらもっ
とよかった」

小学校付属果樹園／大坂戡司「年寄り
の冷や水ならぬ運び水。よれよれとい

うコメントだが、たのもしい」
◎風景部門賞

浸食の激しい谷間に咲くアンズの古木
／安曽田カヨ子「環境の厳しさを端的
に表現している」

大同の夕焼け／松岡志乃「こんなに美
しい夕焼けはあまり見られないのでは」
◎子ども部門賞

無題／中村文生「はにかんだような子
どものようすがほほえましい」

笑顔／中亜由美「子どもたちの元気で
屈託のない笑顔がいい」
◎交流部門賞
一期一会／大森裕司「わざと破れたジー
ンズにしているのに、縫われて本当は
悲しかったのでは」
◎笑顔部門賞

最高の笑顔／藤掛盾「アップはむずか
しいものだが、いい瞬間をきりとった」
◎暮らし部門賞
お母さんの大鍋／福井喜久子「生活感
とお母さんの表情がいい」
◎ユーモア部門賞

おっとびっくり／和田剛志「数えてみ
ると 15人乗っています」
◎記録部門賞
起工式／今村藤三郎「何もないところ
からはじまったのがよくわかる」
◎交流努力賞

無題／川上四郎「1993年（撮影）とい
う歴史に敬意を表します」
　受賞者のみなさんには、協賛団体か
らご協力いただいた賞品と、受賞作を
おさめた写真立てを送りました。
【協賛】OFS（オリエンタルランド労働
組合）、サントリー労働組合、イオン労
働組合、株式会社リコー、東北電力総連、
富士ゼロックス株式会社
　受賞作および応募作品は、ひきつづ
きインターネットで公開しています。
http://www.k4.dion.ne.jp/~gentree/zwphotoc.
html
　応募者・協賛団体には、応募作品を
収録した CDをお送りします。ただ、
規定数をこえてたくさんお送りいただ
いた写真や、GEN事務所秘蔵（？）の
写真なども収録しますので、完成・送
付までもうしばらくお待ちください。
　応募者・協賛団体以外でこの CDを
ご希望の方には、郵送料込み 1,000円で
おわけします。GEN事務所までご連絡
ください。



　このたび、有意義なメーデー休日を
過ごした。長春外国語学校時代のクラ
スメートと一緒に山西省大同県聚楽郷
「カササギの森」へ植林にいった。
　50も過ぎて、かつてのクラスメート
で植林にいくなんて、しゃれたことを
するなと思われるかも知れない。しか
し、これはしゃれではない。私たちは
ますますひどくなる「黄砂」を体験して、
微力とは知りながら、一中国人として
行動に出たのだ。それぞれポケットマ
ネーを拠出し、GWの休暇を利用して、
黄砂来襲三ルートの内の一つ、山西省
に向かった。黄色い大地を相手にショ
ベルで奮闘し、作業を半日も続けると、
汗が額から、顔から、体中から滴り、まっ
たく水っ気のない大地に染みいる。そ
れでも二百数十本の松の苗木が大地に
立ったという成果を見ると、顔が汗と
砂ぼこりでまみれていながらも、心で
少しは環境保全の力添えになったと満
足感を覚えている。クラスメートたち
が幼い頃の思い出に話が弾み、兄弟姉
妹のような連帯感もいっそう強くなっ
た。
　地元の農民は一同に「老高」という
名前を口にする。高見邦雄さんのこと
を指している。「老高」は 1992年から
ここで植林事業をしてきた。彼と彼の
仲間の日本人が最初にこの山村に来た
頃、小石を投げつけられたこともあっ
たそうだ。旧日本軍が中国を侵略した
時、山西省の人々も大きな損害を受け

たからだ。それでも高見さんは農民と
真心の交流を続け、地元から「老高」
という全然わだかまりのない、親しい
呼び名をつけられるようになったのだ。
植林緑化事業は日本の多くの機構、団
体から資金、人的援助、協力をいただき、
だんだん大きく実を結ぶようになった。
これを通じて、中日両国人民の間に心
の絆が結ばれ、橋が架けられつつある
気がする。
　北京へ帰る車から外を眺めると、草
木のない黄色い大地が延々と伸びてい
る。これからも、より多くの「老高」と、
私たちのような「老青年」がこの事業
に参加し、努力を続けていかなければ
ならない。

5ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円
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黄土高原・植林に励んだ喜び
　5月1日から3日まで連日続
いた晴天に恵まれる中、小学校
3年生から高校まで9年間にわたって机を並べたわが長春外国語学校時代の
クラスメート13人が北京や長春や日本から足を伸ばし黄土高原の大同を訪
れた。「白登育苗基地」、大同県聚楽郷「地球環境林」、渾源県呉城村・育紅
学校「希望果樹園」と「緑色環境林中心」を訪ね、「カササギの森」で植樹
に汗を流した。GEN大同事務所武春珍所長をはじめ中国側のパートナーた
ちと懇談し、今日までたどってきた黄土高原緑化事業の艱難に理解を深めた。
班長宮宏光さんがクラス全員から集めた協力金を渡し、呉城村育紅学校に記
念品を贈呈した。「労働」をつとめた有意義なGW、また人生五十を過ぎた
感無量の一時を過ごしたことを一行は喜んだ。（李建華）

有意義なメーデー
程永華（元日本駐在中国大使館公使）

　GWを利用して昔からの学友たち 13
人が高見邦雄さんの足跡をたどって大
同へ植樹に行ってきました。昨年の夏、
李建華君からGENの植林事業を聞
いて感動を受けた皆が、自分たち
のささやかな気持ちを我ら黄土高
原に捧げようと意志を同じにした
のがことの始まりでした。
　私にとって大同の土を踏むのは
2回目ですが、真摯な気持ちであ
の黄土を見て触って、また現地の
人たちと密に接したのは初めてで
す。実績の数々を見学しながら武
春珍所長の紹介を聞いて、高見さ
んが書かれた『ぼくらの村にアン

ズが実った』の通り、今までの困難と
それを乗り越える智慧と辛労が身に沁
みて分かり、胸が強く打たれる思いで
した。
　特に、農民たちが先代から伝わって
きた自分たちのやり方で苗木を育てる
のだという頑固な考えに対し、高見さ
んたちは根気よく実験で科学方法を分
かってもらったり、一緒に生活したり、
貧しい村人たちに家族のように迎えら
れるようになった現実に、その土地と
緑化に対する執念がなければできない
ことだと感激しました。信頼、地球と
人に対する愛がなされる業。その愛を
お持ちの高見さんもその土地の人々に
愛されているのです。
　黄土高原、雄大で謎めく中華文化を
育んだ土地でもあれば、現在周囲の環
境に悪影響を与える場所でもあります。
壮大な丘陵地帯に点在する緑の希望を
見渡し、どんなにここは愛の力が必要
かと感慨にふけりました。そこで執念
深く緑化に力を注いでいる方々に敬意
を表し、心からの感謝を捧げます。

大同の黄土を見て
　　ト雁（淑徳大学講師）

カササギの森で植樹をしたあと、記念撮影

黄土の地にマツ苗を植える
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　私たち、奈良県下 6クラブのソロプ
チミストは「ストップザ黄砂」「杏の花
の咲くころに植樹に行こう」を合言葉
にして「中国山西省黄土高原緑化・教
育奉仕訪中団」を結成し、4月 25日大
阪を出発しました。
　6クラブのソロプチミストは 1994年
より緑の地球ネットワークへの支援を
続けています。最近になって新聞やテ
レビで黄土高原の砂漠化の問題が頻繁
に取り上げられるようになりました。
同時に緑の地球ネットワークへの取材
も多くなり、その存在も内外に知られ
るようになってきました。それは高見
さんをはじめとするスタッフの地道な
努力の賜物以外のなにものでもないと
思います。
　黄土高原の大地に立ってみて、その
広大さに驚き目を凝らせば、茶色の土
の色に混じって緑の木がならんでいま
した。かなりの面積が植樹されてある
ように見受けられましたが、いやいや
中国の大地は私の目のとどくことのな
いずーっと先まで続いているのです。
その地が毎日の強風に土ぼこりをあげ、
果てはこれが日本まで飛んでくるのだ
と身をもって感じた次第です。現地の
方のお話を聞きながらも、この高原は
これから先、何年かかって緑の大地に
なるのだろうか…、この緑化運動が終
わりをむかえる日はくるのだろうか…、
この地の方々の暮らし向きは少しでも
楽になるのだろうか…、さまざまな思
いが込み上げてきました。

　自然の前には人間の力は微力だと思
い込み、いえ、小さな力のまず 1つか

　長くGENを応援してくださっている国際ソロプチミスト奈良－6クラブの訪中
団16名が、4月25日～29日の日程で大同を訪問しました。写真コンクールにも
たくさん応募をいただきましたが、会報に手記を寄せていただいたので紹介します。

　平山郁夫（日中友好協会会長、東京
国立博物館特任館長）夫妻と、酒井誠

らいずれは大きな力になるのだと思い
直し、この厳しい環境のなかで生活を
しておられる方々の力強さも知りまし
た。
　またいつか訪れる機会があることを
願っていますが、私たちが植樹した 110
本のマツの苗木とともに、この大地が
もっともっと緑の色 1色に変わってほ
しいと心から願っております。

同協会常務理事などの一行が 6月 9日
夕、山西省訪問の多忙な時間を割いて、

私たちの協力拠点＝環境林
センターを訪れ、激励され
ました。これには中日友好
協会の許金平秘書長も同行
されました。平山会長は「緑
化地球造福千秋」の書と緑
化資金を残されました。大
同事務所と環境林センター
の関係者は中国でも有名な
平山先生の訪問と激励を受
け、たいへん喜んでいます。

（高見）

平山郁夫さん、環境林センターを訪問

●この度会員になりました。お手紙を
いただき、本当にどうもありがとうご
ざいます。絵はがきはすごくいいです
ね。素晴らしい活動なさっておられる
ので、少しでも応援したいと思いまし
た。お体を大切になさってがんばって
くださいませ !!（I.T）
◇応援ありがとうございます。これか
らもよろしくお願いいたします。
●永続会員表彰のご連絡ありがとうご
ざいました。会費納入のみで申し訳あ
りません。当日も合成洗剤追放全国集
会を大阪で開くための準備会があり、

残念ながら出席できません。（T.S）
●全くの幽霊会員で申し訳ありません。
会員でいることが環境問題に対する関
心を失わないための歯止めになってい
ると思います。これからも関心を持ち
続けたいと思います。（H.K）
◇関心を持ち続けること、大切ですよ
ね。GENが環境問題への接点になれる
ように、がんばります。
●黄土高原、今年のワーキングツアー
参加で、長年の念願を果たします。好
きな言葉に「万人愛林、緑風万里」が
あります。少しでもお役に立てばと思っ
ております。よろしくお願いいたしま
す。（T.K）
●「日本」と「中国」の関係に複雑な
気持ちを感じていますが、GENの活動
を信じ、微力ながら参加し続けていき
たいと思っています。皆様にお会いし
たいのですが…残念ですが欠席します。
（M.N ）
●小学校の社会や理科の教科書に →

　会員総会の出欠のお返事にそえてい
ただいくメッセージ。みなさんからい
ろいろな近況を知らせていただけて、
事務局一同いつも楽しみにしています。
一部を抜粋してご紹介します。

小さな力がいつか大きな力に
小鍛冶  知 子 （国際ソロプチミスト奈良－まほろば）

カササギの森でマツ苗を植えるツアー参加者
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　2003年 11月に『延安の娘』のビデオ
上映・対談にきていただいたこともあ
る、映画監督池谷薫氏の長編ドキュメ
ンタリー映画『蟻の兵隊』を紹介します。
本作品は、『延安の娘』に続く池谷監督・
長編ドキュメンタリー作品の第 2作で、
4月に開催された香港国際映画祭で“人
道に関する優秀映画賞”を受賞しました。
　かつて日本軍がGENの活動地域でも
ある山西省に侵攻したことは比較的広
く知られています。一方で、その山西
省に戦後も残留して国民党軍に組み入
れられ、国共内戦を戦わされた日本軍
兵士がいたことをご存じの方は少ない
でしょう。さらに、“残留の真相”を究
明するために、その方々が文字通り人
生をかけて国を相手に裁判をたたかっ
たこととなると、全くといっていいほ

ど知られていません。
　筆者は学生時代から池谷監督作品に
接してきましたが、その“観る人の感性”
に委ねる描写、衝撃的映像に、いつも
圧倒され感銘を受けます。GENの活動
地域と私たちが生活する日本を、また
それらの過去と現在をリンクして考え
るよいきっかけになると思います。ぜ
ひ、ご一見ください。
公式HP　http://www.arinoheitai.com（予
告編が観られます）
◆東京：渋谷イメージフォーラム／ 7
月 22日（土）～◆大阪：第七芸術劇場
／ 8月 5日（土）～◆名古屋：シネマ
スコーレ／ 8月 5日（土）～
※東京、大阪の初日、名古屋の 2日目に、
池谷監督と奥村和一さんのティーチイ
ンがあります。

◆福岡：アジアフォーカス福岡映画祭（9
月 15日～ 24日開催予定）への出品
　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
～池谷監督からのメッセージ～
GENの皆さんへ
　2年前、奥村さんと初めて出会ったと
きの印象は、寅さん映画のおいちゃん
役・下条正巳さんに似た笑顔が素敵な
お爺ちゃん。
　でも、残留の資料を広げたら突然、
怒り出した。その顔がよかったんだな
あ。こんないい顔して怒る人を久しぶ
りに見た。
　で、僕は奥村和一に惚れて映画をつ
くることになった。
　「蟻の兵隊」は奥村和一のヒューマン
ドキュメンタリーです。あまり難しい
ことを考えず、奥村さんの喜怒哀楽に
満ちた顔をスクリーンでみてください。
　そこから、ちょっとだけ戦争を感じ
ることができるかもしれません。

「蟻の兵隊」監督・池谷　薫

GENの名前がのっていました。仕事
が忙しくなるばかりですが、ワーキン
グツアーにまた参加したいと考えてい
ます。（W.T）
●いつもこの会の活動の成功と発展を
祈っております。東京から熱い応援を
送ります。「日本と中国」に載っている
高見さんの記事、面白く楽しみに読ん
でいます。（O.Y）
●どんな催しにも遠く離れていますの
で参加は難しく、自分のできることで
協力することはないかと模索中です。
（K.T）
◇GENの国内活動は、どうしても近畿
と東京（関東ブランチ）が中心になり
ます。遠方の方にはなかなかご参加い
ただけませんが、他の方が書いておら
れるように、お近くで環境や中国など
関心に応じた活動に参加され、そのよ
うすを教えていただけると嬉しいです。
●中国のエイズの番組を見ました。そ
の中で、とにもかくにも中国では北京
との人的つながりを持つのが大事とい
うのを感じました。GENも北京の中で
仲良しを作ってください。（T.T、T.S）
●初めての中国旅行で沢山の感激と思
い出を得ました。その後も伊豆合宿で
多くの方と出会いを持ち、GENに入っ

戦争とは、国家とは、そして人は……

ドキュメンタリー映画　『蟻の兵隊』紹介
　　　　　　　　　西田  幸 信 （GEN会員・会社員）

て、良かった、良かった。では次は？
（M.T）
●いつも楽しく拝読させていただいて
います。なかなか参加できませんが、
今後ともよろしくお願いいたします。
神戸市須磨区おらが山での、「どんぐり
ネット神戸」「こうべ森の小学校」「高
倉台青年会」の年 3回の活動もそろそ
ろ 10年になります。皆様も一度いらっ
しゃってください。（W.K）
●いつもご連絡ありがとうございます。
侯喜さんがお亡くなりになられたとの
こと、お会いしてからしばらく経ちま
すが、お元気な姿の印象が強く、信じ
られない思いです。ご冥福を心よりお
祈りいたします。（M.M）
●地球温暖化による環境変化（砂漠化
の一因も地球温暖化でしょうか）が加
速度的に進んでいると危機感をもって
います。「緑の地球ネットワーク」の緑
化事業の重要性が増すばかりです。山
西省大同市での緑化事業がますます発
展することを期待しています。（M.R）
●なかなか活動に参加できず申し訳あ
りません。写真コンテスト、懐かしい
ものが多くて…。大同の地に立ってか
らもう 9年です。「行かなきゃ、行かな
きゃ」という思いはあるのですが。す

みません。（U.T）
●昨年の夏のツアー参加からはや 1年
も経ちました。TVでGENの活動をた
またま目撃したり、日本商社が中国の
CO2排出権を売買して、その資金で中
国は更に石炭採掘に投資するなど（NHK
特集）、中国の様子を見るたびに、GEN
の活動や中国、日本、自分のこれから
について色々考えます。微力ながら、
遠くから応援しています。中国で活動
中の皆様、お体に気をつけてください。
よろしくお願いします。（I.K）
●今、フィリピンです。「植林を掲げて
いるNGOなのに、その実態は？」と文
句を言いながらも、若いメンバーが立
て直しに必死になっている姿にほださ
れて今回が最後、とこちらに来ていま
す。GENのホームぺージを開いて「こ
ういうのが本当のNGOよ」と先輩づら
（!?）をして見せています。GENの存在
意義がこんなところにもあるというこ
とをお知らせしたいと思い、書きまし
た。では皆様、お忙しいでしょうが健
康には気をつけられてご活躍ください
ますよう。（I.S）
◇日本も、中国も、フィリピンも、同
じ地球の上にある！　地球の緑を大切
にしましょう。

→
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　蘇州の少年宮と大阪の高校生に、日
本・中国の音楽家たちがくわわり、歌、
中国の民族楽器、ダンス、吹奏楽など
のパフォーマンスをくりひろげます。
●日時：8月 28日（月）16時 30分開場、
17時開演
●場所：大阪市中央公会堂（地下鉄御
堂筋線／京阪電鉄「淀屋橋」駅徒歩 5
分。TEL. 06-6208-2002）
●入場料：1,300円（前売券）1,500円（当
日券）
●出演：蘇州市滄浪少年宮『蒲公英芸
術団』／CALESS INTERNATIONAL
／李広宏／久保美雪／平本昌宏／ベ
ル・レゾノンス／尾崎屋真友／茅野
憲子／松前佳代／大阪府立池田北高
校／総合司会：アラン・タンバガン
●主催・問合せ先：NPO大阪府日本
中国友好協会日中友好音楽祭実行委
員会（〒 552-0021　大阪市港区築港
2-8-28　pia NPO 5F　TEL. 06-4395- 
1111）

　いまもたくさんの開発途上国で 40億
を超える人びとが厳しい環境や貧困の
なかで生活しています。そのような開
発途上国の「人づくり」に協力する国
際協力機構（JICA）では、国際協力の
現場や開発途上国の人々の生活文化、
自然を撮影した写真を募集します。
●募集期間：6月30日～9月14日（必着）
●主催：独立行政法人国際協力機構
（JICA）
※他のコンテスト等に未応募・未発表
の作品に限る。
※募集内容や応募規定等については下
記応募・問合せ先に問い合わせるか、
http://www.jica.go.jp/classroom/photo
con/index.html をご参照ください。
●応募・問合せ先：「JICA国際協力フォ
トコンテスト」事務局（〒 160-0023
　新宿区西新宿6-10-1　日土地西新宿
ビル 20階（財）日本国際協力センター
開発業務部内　TEL. 03-5322-2546
　FAX. 03-5322-2590　E-mail  :  
photo27@jice.org）

　高見事務局長の『ぼくらの村にアン
ズが実った』を中国語に翻訳してくれ
た李建華さんが、大同で同窓会を開い
た記事が5ページに載っています。こ
のすばらしい日本語、みんなご自身で
書いていただいたものです。ありがと
うございました。
　池谷薫監督の映画『蟻の兵隊』公開
に先立ち、『私は「蟻の兵隊」だった』
（岩波ジュニア新書）という本が出まし
た。奥村さんが、かつて訓練の最後に
初めて人を殺した現場を訪ね、「日本兵
に戻ってしまった」場面は圧巻。スク
リーンで確かめようと思います。
　本をもう1冊。バグダッドに暮らす
若いイラク人女性のブログ（http:// 
www.geocities.jp/riverbendblog/）を
本にした『バグダッド・バーニング』の
続編『バグダッド・バーニング2 いま、
イラクを生きる』（アートン）がでます。
『蟻の兵隊』は元兵士のドキュメンタ
リーですが、こちらは現在占領下にあ
る市民のドキュメンタリー。日本もこ
の占領に無縁ではありません。（東川）

＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。
　主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。
＊当欄に情報をお寄せください。本紙は奇数月15日ごろの発行で、締切は前月の末です。
　なお、紙面の都合により掲載できない場合があります。ご了承ください。

第1回　日中友好音楽祭
大阪と中国蘇州の青少年中之島に集う！
水郷蘇州から『蒲公英芸術団』を迎えて

第 27回国際協力フォトコンテスト
この星のアルバムつくりませんか

 編集後記


